
（糸魚川）

路
•
海
路
の
要
衝
で
あ
り
、
北

陸
道
と
侶
州
に
抜
け
る
松
本
街

城
郡
沼
川
郷
に
所
属
し
た
。
陸

魚
川
は
、
古
代
で
は
越
後
国
頸

高
約
五

m
)
に
立
地
す
る
。
糸

8
 (1) 

------, 

□

nLJ」
〔
様
ヵ
〕

「
nLJゐ
す
み
た
口
」

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

遺
物
包
含
地

縄
文
時
代

・
古
墳
時
代

・
古
代

・
中
世

・
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
角
地
遺
跡
は
、
新
潟
県
最
西
端
の
糸
魚
川
市
に
所
在
す
る
。
北
を
日
本
海
、

南
を
日
本
ア
ル
プ
ス
に
挟
ま
れ
た
狭
小
な
糸
魚
川
平
野
に
は
、
縄
文
時
代
ー
中

世
の
遺
跡
が
密
集
す
る
。
遺
跡

は
姫
川
左
岸
の
青
海
地
区
に
位

置
し
、
海
岸
線
か
ら
五

0
0
m
 

内
陸
の
舌
状
台
地
先
端
部
（
標

遺
跡
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

木
簡
の
釈
文

・
内
容

7
 

九
世
紀
の
須
恵
器

・
緑
釉
陶
器
と
と
も
に
荷
札
状
木
製
品
が
一
点
出
土
し
て
い

る
。
ス
ギ
材
で
、
片
面
が
よ
り
平
滑
に
削
ら
れ
て
い
る
。
上
流
か
ら
流
れ
着
い

た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
緑
釉
陶
器
は
優
品
で
あ
り
、
近
隣
に
有
力
な
古
代
の

1
3
3
 x
 
2
3
 x
 
6
 
0
5
1
 

下
端
付
近
で
右
辺
か
ら
切
り
込
ん
で
尖
ら
せ
る
。
木
簡
と
同
じ
層
か
ら
は
、

古
代
1
近
世
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
が
、
木
簡
の
成
形
が
粗
雑
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
近
世
以
降
の
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

6
 

な
お
、
他
に
川
跡

S
X
1
0
 
（
二
区
）
の
洪
水
堆
積
物
（
砂
礫
層
）
か
ら
、

5
 
4
 

加

藤

学

九
世
紀
の
肥
前
系
陶
磁
器
な
ど
と
と
も
に

一
点
出
土
し
た
。
報
告
書
に
は
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
資
料
で
あ
る
。

3

発
掘
機
関
闘
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
壺
事
業
団

木
簡
は
、
台
地
裾
の
低
地
（
三
区
）
に
堆
積
す
る

I
I
b
層
か
ら
、

一
八
ー

2

調
査
期
間

―
1
0
0
五
年
（
平
17)
九
月
1

―一

月

l

所
在
地

新
潟
県
糸
魚
川
市
大
字
田
海
字
田
海

道
の
交
点
に
あ
た
る
。
『
延
喜
式
」
に
見
え
る
北
陸
道
「
愴
海
駅
」
は
、
本
遺

遺
跡
か
ら
は
、
縄
文
時
代

・
古
墳
時
代

・
古
代
（
九
世
紀
）

・
中
世
(
-
五
世

紀
）
の
遺
構
・
遺
物
を
検
出
し
た
。
特
に
、
縄
文
時
代
早
期
末
葉
ー
前
期
前
葉

に
映
状
耳
飾

・
玉

・
磨
製
石
斧
が
大
贔
生
産
さ
れ
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

お

が

く

ち

新
潟
・
大
角
地
遺
跡
①

跡
が
所
在
す
る
青
海
地
区
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
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七

D
平
安
時
代
、

[
J
I
 

▽
魚
一
僑
＇ 

ぶ
複
合
遺
跡
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
は
ガ
ス
供
給
施

中
肱
、

近
世
に
及

赤外

（
田
中
一
穂

・
加
藤
学
）

大
角
地
遺
跡
』
（
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

縄
文
時
代
早

•

前
期
、
弥
生
時

代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
後
期
、

集
落
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

二
0
0
六
年
）

新
潟
県
教
育
委
員
会

・
間
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
『
北
陸
新
幹
線

関
係
発
掘
調
査
報
告
書
＞

検
出
さ
れ
て
お
り
、
当
該
期
の

縄
文
時
代
前
期

・
古
墳
時
代
中

期
•

平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
が

9

関
係
文
献

は
見
出
せ
て
い
な
い
。

に
墨
痕
が
確
認
さ
れ
る
。

大
角
地
遺
跡
は
、

田
海
川
右
岸
に
形
成
さ
れ
た
山
麓
の
台
地
（
洪
積
段
丘
か

沖
積
段
丘
か
は
不
明
）
の
標
高
五

m
前
後
に
立
地
す
る
。
過
去
の
調
査
に
お
い
て
、

7
 

限
り
で
は
近
隣
の
近
世
村
落
に
関
す
る
人
名
で
「
ゐ
す
み
た
」
を
名
乗
る
人
物

6
 
遺
跡
の
年
代
縄
文
時
代
i
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

は
文
字
数
も
確
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
裏
の
下
端
に
向
け
て
長
く
垂
れ
下
が

る
字
形
は
、
「
某
兵
衛
」
の
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

「
ゐ
す
み
た
」
を
人
名
と
考
え
、
何
ら
か
の
物
品
な
ど
に
付
け
ら
れ
て
送
ら

れ
、
裏
面
に
は
そ
の
差
出
人
が
記
載
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。
た
だ
し
、
管
見
の

5
 
調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

集
落
跡

4
 

山
岸
洋
一

3

発
掘
機
関
糸
魚
川
市
教
育
委
員
会

2
調
査
期
間

―1
0
0七
年
（
平
19)

五
月
1
七
月

表
面
の
冒
頭
部
分
だ
け
特
に
墨
痕
が
薄
く
文
字
数
も
不
明
。
他
の
墨
痕
は
残

存
具
合
も
よ
く
、
「
ゐ
す
み
」
は
肉
眼
で
も
墨
痕
を
確
認
で
き
る
。
最
後
の
一

文
字
は
若
干
墨
痕
が
薄
い
が
、
赤
外
線
写
真
で
は
明
瞭
。
裏
面
は
下
端
部
付
近

一
文
字
目
が
人
偏
と
思
わ
れ
る
が
、
二
文
字
目
以
降

1

所
在
地

新
潟
県
糸
魚
川
市
大
字
田
海

お

が

く

ち

新
汚

・
大
角
地

遺

跡

②
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